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大
麻
草
（
以
下
、麻
で
統
一
す
る
）
は
、

学
名
で
カ
ン
ナ
ビ
ス
・
サ
テ
ィ
バ
・
エ
ル

（Cannabis sativa L.

）
と
名
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
植
物
分
類
学
の
父
と

い
わ
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ
サ
ラ
大

学
の
リ
ン
ネ
と
い
う
博
物
学
者
が
、
１
７

５
３
年
に
「
植
物
の
種
」
を
発
刊
し
た
こ

と
に
由
来
す
る
。
植
物
学
名
上
の
分
類
で

は
、
茎
の
形
態
の
違
い
に
よ
っ
て
、
カ
ン

ナ
ビ
ス
・
サ
テ
ィ
バ
・
エ
ル
（Cannabis 

sativa L

）、
カ
ン
ナ
ビ
ス
・
サ
テ
ィ
バ
・

イ
ン
デ
ィ
カ
（C

annabis sativa 
indica

）、
カ
ン
ナ
ビ
ス
・
サ
テ
ィ
バ
・

ル
ー
デ
ィ
ラ
ス
（C

annabis sativa 
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ruderalis

）
に
大
別
さ
れ
て
い
た
。
た
だ

し
、
今
日
の
生
物
分
類
学
で
は
、
遺
伝
子

解
析
に
よ
る
分
類
で
ア
サ
科
ア
サ
属
の
一

属
一
種
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
３
つ
の
植

物
学
名
は
参
考
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

　

麻
の
話
の
中
で
は
、
よ
く
“
カ
ン
ナ
ビ

ス
”
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
の
で
知
っ

て
お
い
て
も
損
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
例
え

ば
、 

帆
布
や
テ
ン
ト
生
地
、
絵
画
用
画
布

な
ど
に
用
い
る
キ
ャ
ン
バ
ス
（canvas

）

と
い
え
ば
、
綿
ま
た
は
亜
麻
な
ど
の
繊
維

で
織
っ
た
キ
メ
の
粗
い
布
地
を
指
す
。
こ

の
語
は
、
も
と
も
と
ラ
テ
ン
語
で
麻
を
意

味
す
る
カ
ン
ナ
ビ
ス
（cannavis

）
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
、
当
時
は
麻
が
使
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

麻
に
は
、
薬
用
型
、
中
間
型
、
繊
維
型

の
３
つ
の
生
理
的
な
違
い
に
よ
る
品
種
が

あ
る
。
こ
の
違
い
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
デ
ル
タ

‐
９　

テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ
ー
ル
）

と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）
の
２

つ
の
化
合
物
の
割
合
で
決
ま
る
。
Ｔ
Ｈ
Ｃ

は
マ
リ
フ
ァ
ナ
効
果
の
あ
る
化
合
物
で
あ

る
。
薬
用
型
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
２
～
25
％
含

ま
れ
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
を
あ
ま
り
含
ま
な
い
。
中

間
型
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
が
同
じ
く
ら

い
含
ま
れ
る
が
、
作
用
と
し
て
は
、
Ｔ
Ｈ

Ｃ
に
支
配
さ
れ
る
。
繊
維
型
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ

が
Ｔ
Ｈ
Ｃ
よ
り
も
多
く
含
ま
れ
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ

含
有
量
も
０
・
２
５
％
未
満
の
品
種
で
あ

る
。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
に
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
精
神
作
用

を
打
ち
消
す
働
き
が
あ
る
た
め
、
繊
維
型

を
煙
に
し
て
吸
い
込
ん
で
も
い
わ
ゆ
る

「
ハ
イ
」
な
気
分
に
は
な
ら
な
い
。

図表１　麻の品種

※ＴＨＣ含有量の測定は、麻の開花直後の花穂を基準にしている

品種 成分式 含有量

薬用型 THC＞ CBD THC含有量が2～25％と高く、
CBD含有量が少ない

中間型 THC＝ CBD 同じぐらいの含有量だが、THC
の作用が支配する

繊維型 THC＜ CBD THC含有量が0.25％未満

日
本
で
麻
農
業
を
は
じ
め
よ
う

聞
い
て
お
き
た
い

大
麻
草
の
正
し
い
知
識

本
連
載
で
は
、
大
麻
草
を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
博
士
号
を
取
得
し
た
赤
星
栄

志
氏
が
、
科
学
的
な
視
点
で
こ
の
植
物
の
正
し
い
知
識
を
解
説
し
、
国
内
で
の

栽
培
、
関
連
産
業
の
可
能
性
を
伝
え
る
。
海
外
で
は
医
療
利
用
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
大
麻
草
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分
）。
今
回
は
日
本
で
は
情
報
が
行

き
届
い
て
い
な
い
大
麻
草
の
品
種
に
よ
る
違
い
と
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
含
む
麻
の
生
理

活
性
物
質
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

連　載

02
大
麻
草
の
品
種
と
Ｔ
Ｈ
Ｃ（
マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分
）

麻
の
品
種
に
は

薬
用
型
と
繊
維
型
が
あ
る

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
カ
ナ
ダ
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
で
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
０
・
３
％
未
満

の
品
種
を
産
業
用
ヘ
ン
プ
（Industrial 

H
em

p

）
と
呼
び
、
こ
の
品
種
が
40
品
種

ほ
ど
登
録
さ
れ
て
い
る
。
各
国
で
認
可
さ

れ
た
麻
専
門
の
種
子
会
社
か
ら
各
農
家
へ
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日本で
麻農業をはじめよう 02 大麻草の品種とＴＨＣ（マリファナ成分）

間
作
業
す
る
と
「
麻
酔
い
」
が
あ
る
こ
と

や
夜
泣
き
す
る
赤
ん
坊
を
麻
の
畑
に
連
れ

て
い
く
と
落
ち
着
く
と
い
う
こ
と
が
経
験

的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に

ど
の
程
度
の
成
分
が
含
ま
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

日
本
産
の
麻
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
ン
ナ

ビ
ノ
イ
ド
の
代
表
的
な
Ｔ
Ｈ
Ｃ
含
有
量
に

関
す
る
研
究
に
よ
る
と
、
本
州
の
在
来
種

の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
含
有
率
は
０
・
０
８
～
１
・
６

８
％
で
あ
っ
た
。
麻
の
来
歴
を
調
査
し
た

西
岡
五
夫
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
日
本
産

の
麻
は
繊
維
型
で
あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ａ
種
で
あ

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

麻
の
栽
培
で
「
む
ら
さ
き
っ
ち
ょ
」
と

呼
ば
れ
る
茎
が
赤
紫
色
の
も
の
は
、
繊
維

質
が
悪
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
発
芽
し
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
間
引

く
。
実
は
こ
の
「
む
ら
さ
き
ち
ょ
」
は
Ｔ

Ｈ
Ｃ
濃
度
が
少
し
高
い
も
の
で
、
現
在
の

高
度
な
分
析
機
器
が
な
く
て
も
昔
か
ら
Ｔ

Ｈ
Ｃ
管
理
が
う
ま
く
栽
培
技
術
の
中
で
機

能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。　
　
　
　

　

現
在
、
栃
木
県
で
は
在
来
種
の
盗
難
被

害
を
回
避
す
る
た
め
、
無
毒
大
麻
と
呼
ば

れ
て
い
る
「
と
ち
ぎ
し
ろ
」
の
み
を
栽
培

し
て
い
る
。
こ
の
品
種
は
、「
栃
試
１
号
」

と
、
佐
賀
県
で
発
見
さ
れ
た
Ｔ
Ｈ
Ｃ
０
％

の
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ａ
種
か
ら
集
団
選
抜
法
に
よ
り

育
種
さ
れ
、
83
年
に
品
種
登
録
さ
れ
た
。

Ｔ
Ｈ
Ｃ
含
有
率
は
０
・
２
％
で
、
こ
れ
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
採
用
し
て
い
る
産
業
用

図表 2　麻の品種による生合成経路の違い

麻の植物体内
熱・光・酸素

熱・光・酸素

繊維型
CBDA種

薬用型
THCA種

CO2

CO2

栽
培
用
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

繊
維
型
の
品
種
で
あ
れ
ば
マ
リ
フ
ァ
ナ
効

果
が
な
い
の
で
、
種
子
や
茎
の
利
用
だ
け

で
な
く
、
葉
は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
に
混
ぜ
る
茶

葉
と
し
て
、
花
穂
は
精
油
を
と
っ
て
甘
い

柑
橘
系
の
に
お
い
が
特
徴
の
香
水
と
し
て

商
品
化
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
大
麻
取
締
法
で
葉
と
花
穂
と

い
っ
た
植
物
の
部
位
で
規
制
さ
れ
て
い
る

の
で
、
た
と
え
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
低
い
繊
維

型
の
品
種
で
あ
っ
て
も
、
葉
と
花
穂
の
畑

か
ら
の
持
ち
出
し
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
日
本
と
他
の
国
で
は
、
規
制

の
基
準
が
違
う
の
で
あ
る
。

　

麻
の
成
分
研
究
は
１
８
９
８
年
に
ダ
ン

ス
タ
ン
と
ヘ
ン
リ
ー
ら
が
開
始
し
て
か
ら

数
多
く
の
変
遷
が
あ
り
、
１
９
６
４
年
に

イ
ス
ラ
エ
ル
の
化
学
者
メ
ク
ラ
ム
ら
に
よ

っ
て
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
主
成
分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ

Ｃ
の
構
造
が
同
定
さ
れ
た
。
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
構

造
が
決
定
す
る
ま
で
に
長
い
年
月
を
要
し

た
理
由
は
、
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
（
麻
に
含

ま
れ
る
約
１
０
０
種
類
の
生
理
活
性
物
質

の
総
称
）
の
大
部
分
が
油
状
で
あ
り
、
取

り
扱
い
が
難
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

薬
用
型
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
多
く
含
む
品
種

で
あ
る
が
、新
鮮
な
麻
の
植
物
体
内
で
は
、

Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ａ
（
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ
ビ
ノ

ー
ル
酸
）
と
い
う
形
で
存
在
し
て
お
り
、

こ
の
状
態
で
は
精
神
活
性
作
用
を
引
き
起

こ
さ
な
い
。
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ａ
は
、
麻
を
乾
燥
さ

せ
て
喫
煙
や
気
化
す
る
際
の
加
熱
に
よ
っ

て
、
脱
炭
酸
化
が
起
こ
り
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
に
変

換
さ
れ
て
初
め
て
活
性
作
用
を
も
た
ら
す

の
で
あ
る
。「
な
ぜ
マ
リ
フ
ァ
ナ
は
タ
バ

コ
の
よ
う
に
喫
煙
す
る
の
か
？
」
と
い
う

謎
は
こ
れ
で
説
明
で
き
る
。

　

Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ａ
お
よ
び
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ａ
が
麻
の
植

物
体
内
で
ど
の
よ
う
に
生
合
成
さ
れ
て
い

る
か
に
つ
い
て
は
、
70
年
代
に
メ
ク
ラ
ム

が
Ｃ
Ｂ
Ｇ
Ｃ
（
カ
ン
ナ
ビ
ゲ
ロ
ー
ル
酸
）

→
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ａ
→
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ａ
と
い
う
推
定
経

路
を
提
唱
し
て
い
た
。
し
か
し
、
九
州
大

学
薬
学
部
の
正
山
征
洋
教
授
ら
は
、
Ｔ
Ｈ

Ｃ
Ａ
生
成
の
触
媒
と
な
る
酵
素
（
Ｔ
Ｈ
Ｃ

Ａ
合
成
酵
素
）
の
研
究
を
行
な
い
、
Ｃ
Ｂ

Ｇ
Ｃ
→
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ａ
、
Ｃ
Ｂ
Ｇ
Ｃ
→
Ｃ
Ｂ
Ｄ

Ａ
と
い
う
別
々
の
経
路
が
あ
る
こ
と
を
90

年
代
半
ば
に
世
界
で
初
め
て
明
ら
か
に
し

た
（
図
表
２
）。
こ
の
研
究
か
ら
、
薬
用

型
に
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ａ
を
合
成
す
る
酵
素
が
、

繊
維
型
は
Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ａ
を
合
成
す
る
酵
素
が

あ
り
、
２
つ
の
酵
素
の
有
無
が
品
種
の
違

い
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　　

昔
か
ら
日
本
一
の
麻
生
産
を
誇
る
栃
木

県
の
麻
農
家
の
間
で
は
、
収
穫
時
に
長
時

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
は

麻
独
特
の
成
分

日
本
産
の
麻
に
含
ま
れ
る

マ
リ
フ
ァ
ナ
成
分



50農業経営者 2013 年 2 月号

販売価格
300 円（10g）、1500 円（50g）、2800 円（100g）
※全て税込

　麻炭の多孔質性（1 ｇ当たりの表面積・細孔容積）は備長
炭のおよそ 4 倍、孟宗竹の 1.6 倍ある。活性炭を作る際の薬
品処理・ガス処理を要せずとも、微細孔（1 ～ 4nm）を持つ
良質の麻炭は粉砕機を使わず手で押しつぶすだけでも超微粒
子（1 ～ 10 μｍ）のパウダー状になる。経口、湿布による人
体との融和性は、ご自身で自己責任の下、ご体感ください。

特  徴

ヘンプマルシェ コーナー麻 市 場

ヘ
ン
プ
の
基
準
で
あ
る
０
・
３
％
未
満
に

適
合
す
る
。

　

と
ち
ぎ
し
ろ
は
県
外
へ
持
ち
出
し
を
禁

じ
て
い
る
た
め
、
栃
木
県
以
外
で
新
規
に

麻
を
栽
培
し
た
い
方
が
入
手
す
る
の
は
難

し
く
、
他
の
県
で
は
そ
の
土
地
で
栽
培
し

て
き
た
在
来
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
栽

培
用
の
種
子
を
入
手
す
る
に
は
、
都
道
府

県
知
事
か
ら
許
可
を
も
ら
っ
て
大
麻
取
扱

者
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

　

北
海
道
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に

国
策
と
し
て
栽
培
奨
励
さ
れ
て
い
た
経
緯

が
あ
っ
た
。
戦
後
に
野
生
化
し
た
麻
が
沢

山
生
え
て
い
る
た
め
、
年
間
１
２
０
万
本

ほ
ど
が
刈
り
取
ら
れ
て
い
る
。そ
の
麻
は
、

70
年
代
の
研
究
に
よ
る
と
Ｔ
Ｈ
Ｃ
含
有
率

が
０
・
２
～
５
・
７
３
％
と
バ
ラ
つ
き
が

大
き
い
も
の
の
、
他
の
日
本
産
の
麻
と
比

べ
る
と
や
や
高
い
傾
向
に
あ
る
。
精
神
活

性
作
用
を
も
た
ら
す
に
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
２
・

５
％
以
上
含
ま
な
い
と
効
果
が
な
い
こ
と

か
ら
、
日
本
の
在
来
種
の
中
に
も
マ
リ
フ

筆者は麻農家の協力の下で、発芽検査（上記写真）や
ＴＨＣ検査などの体制を整えて、新規栽培者のサポー
ト事業も実施する予定。

　品種改良ではない固定種の麻幹（栽培地：
中国）を使用。宮古島の大地、太陽、宇宙エ
ネルギーをいっぱい吸収して、有用微生物還
元、活性、熟成して作っている。有用微生物（善
玉菌）による分泌酵素と麻炭で善循環（身体・
大地）が始まる。国内では炭に食用としての
認可はなく、食品添加物（食品添加物リスト
332 番：木材を炭化して得られたもの製造用
材）として認可されている。 

製品
について ご使用例（体験談より） 

飲　用：�シェイカーなど密閉できるものに入れ、水やジュー
スとよくかき混ぜる。量の目安は小さじ 1 杯～大さ
じ 1 杯／日。

　　　　 ※子供は半分、幼児はその半分。
　　　　　 カプセルやオブラートなどで包んでも OK。 

お米に：焚く前に混ぜる。2 合で小さじ 1 杯程度。
パンに：焼くときに混ぜる。全体の 1％が目安。 
歯磨き粉に：塩少々に混ぜる。歯磨き粉にかけても OK。 
お風呂に：お湯が真っ黒になるくらいに 10 ｇ入れて入浴する。
洗髪に：�塩と混ぜて頭を洗う。大さじ 1 杯。シャンプーに混

ぜても OK。 
園芸に：植木・畑の土に入れる。 
掃除に：グラスや鏡などを磨くときに使う。
健康に：身体に湿布する。

その他、色々とお試しください。 

商品名：CosmicHemp 　EM-S 酵素活性麻炭パウダー

販　売：Shining earth（シャイニング・アース）
　　　　〒 906-0108 沖縄県宮古島市城辺砂川 193-2
　　　　TEL ／ FAX　050-5204-1093

製造元：salon de hemp（サロン・ド・ヘンプ）
　 HP：http://life-with-hemp.com
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